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常
任
委
員
会
審
査

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

仮
設
住
宅
で
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
り
、
認
知
症
が
悪
化
し
た
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算

質　

疑　

臨
床
研
修
医
用
顕
微
鏡

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
で

は
、
不
足
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答　

弁　

設
置
し
て
い
な
い
携
帯

型
の
顕
微
鏡
を
、
臨
床
研
修
医
の

た
め
に
新
た
に
購
入
す
る
も
の
で

あ
る
。

質　

疑　

放
射
線
被
曝
デ
ー
タ
分

析
委
託
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
の

市
民
生
活
に
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

答　

弁　

デ
ー
タ
を
東
京
大
学
医

科
学
研
究
所
に
提
供
し
、
学
術
的

に
分
析
し
、
市
民
生
活
の
安
心
・

安
全
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

請
願
第
４
号　

東
日
本
大
震
災
・

原
発
事
故
被
災
者
に
対
す
る
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
及
び

一
部
負
担
金
の
減
免
延
長
と
拡
充

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
採
択
。

請
願
第
５
号　
「
子
供
に
放
射
能

の
心
配
な
く
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る

場
」
を
市
が
責
任
を
持
っ
て
確
保

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
採
択
。

南
相
馬
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

質　

疑　

サ
ン
ラ
イ
フ
を
廃
止
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
使
用

料
を
残
し
た
理
由
は
。

答　

弁　

原
町
区
内
の
各
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
興
業

等
に
利
用
で
き
る
施
設
設
備
が
な

か
っ
た
た
め
使
用
料
の
設
定
は
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
集
会
室
に
405

席
が
収
容
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

小
高
区
の
浮
舟
文
化
会
館
と
、
鹿

島
区
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
、
特
別
利
用
料
を
設
定

し
た
。

質　

疑　

今
後
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
が
、
サ
ン
ラ
イ
フ
の
建
物

だ
け
で
対
応
で
き
る
の
か
。

答　

弁　

近
接
し
て
い
る
労
働
福

祉
会
館
を
一
体
管
理
と
し
、
市
が

行
う
事
業
で
は
福
祉
会
館
や
保
健

セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
立
博
物
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定

質　

疑　

歴
史
民
俗
資
料
館
廃
止

後
、
新
た
に
資
料
館
や
研
究
拠
点

を
計
画
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ

り
、
配
慮
し
な
が
ら
対
応
す
べ
き

と
思
う
が
そ
の
取
り
組
み
は
。

答　

弁　

新
築
さ
れ
る
ま
ご
こ
ろ

セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
を
使
っ
て
い

た
だ
く
と
か
、
ホ
ー
ル
の
一
角
に

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計

補
正
予
算

質　

疑　

共
同
墓
地
の
災
害
復
旧

補
助
金
交
付
要
綱
を
変
更
し
て
今

回
の
４
件
を
対
象
と
し
た
理
由
は
。

答　

弁　

従
来
、
災
害
救
助
法
さ

ら
に
は
激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け

た
復
旧
事
業
は
対
象
外
で
あ
り
、
適

用
で
き
る
よ
う
要
綱
を
見
直
し
た
。

質　

疑　

他
の
地
域
か
ら
共
同
墓

地
復
旧
の
補
助
の
要
望
が
あ
っ
た

場
合
の
対
応
は
。

答　

弁　

今
後
補
助
申
請
が
あ
れ

ば
同
様
に
補
助
を
行
っ
て
い
く
。

質　

疑　

災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
と
し
て
使
用
し
て
い
た
桜
平
山

グ
ラ
ン
ド
の
原
状
回
復
の
た
め
の

財
源
は
。

答　

弁　

昨
年
度
の
実
績
か
ら
、

国
か
ら
９
割
近
く
補
て
ん
さ
れ
、

県
の
災
害
廃
棄
物
処
理
基
金
か
ら

も
補
て
ん
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
年
度
も
市
の
持
ち
出
し
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

質　

疑　

旧
警
戒
区
域
で
発
生
し

た
ご
み
の
焼
却
に
つ
い
て
、
ク

リ
ー
ン
原
町
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
住

民
か
ら
理
解
を
求
め
る
対
応
は
。

答　

弁　

機
会
が
あ
る
た
び
に
行

政
区
長
等
に
も
お
話
し
を
し
て
理

解
を
求
め
て
い
る
。

質　

疑　

放
射
線
量
の
検
査
結
果

に
つ
い
て
、
周
辺
行
政
区
の
方
々

に
ど
う
説
明
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

詳
細
な
デ
ー
タ
を
、
紙

ベ
ー
ス
で
提
供
し
て
い
る
。

質　

疑　

放
射
線
被
曝
検
診
事
業

に
つ
い
て
、
総
合
的
に
評
価
・
分

析
す
る
本
事
業
は
高
く
評
価
で
き

る
が
、
事
業
に
か
か
る
経
費
は
賠

償
請
求
す
る
の
か
。

答　

弁　

平
成
23
年
度
の
経
費
は

東
京
電
力
に
請
求
し
た
。
24
年
度

も
同
じ
く
請
求
す
る
考
え
で
あ
る
。

質　

疑　

あ
ず
ま
保
育
園
は
閉
園

し
た
ま
ま
で
あ
り
、
保
育
園
の
駐
車

場
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答　

弁　

一
時
預
か
り
事
業
と
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
再
開

し
て
お
り
、
送
迎
に
は
駐
車
場
が

必
要
で
あ
る
。
安
価
で
土
地
の
売

却
の
打
診
が
あ
り
、
購
入
の
判
断

を
し
た
。

質　

疑　

小
高
区
地
域
医
療
復
興
計

画
策
定
委
員
会
の
運
営
と
内
容
は
。

答　

弁　

震
災
前
に
受
診
し
て
い

た
医
療
機
関
や
か
か
り
つ
け
医
の

状
況
、
住
民
の
方
が
望
む
医
療
科

等
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

質　

疑　

東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
る
給
付
費
の
増
と
い
う
こ
と

だ
が
、具
体
的
な
増
額
の
要
因
は
。

答　

弁　

体
育
館
な
ど
の
避
難
所

生
活
が
長
期
化
し
た
こ
と
で
心
身

が
弱
っ
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
は

サンライフ南相馬

閉鎖している市立小高病院
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特
別
委
員
会
審
査
報
告

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
対
策
調
査
特
別
委
員
会

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　

昨
年
12
月
21
日
東
北
電
力
㈱
原
町
火
力

発
電
所
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
被
っ

た
発
電
所
は
、
平
成
25
年
夏
ま
で
の
運
転

再
開
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
復
旧

工
期
を
大
幅
に
短
縮
し
た
結
果
、
２
号
機

は
半
年
以
上
前
倒
し
で
昨
年
10
月
29
日
に

ボ
イ
ラ
ー
点
火
、
11
月
３
日
に
は
試
運
転

に
よ
る
発
電
を
再
開
し
、
11
月
12
日
に
は

100
万
Kw
の
定
格
出
力
運
転
を
達
成
し
ま
し

た
。
今
後
は
ユ
ニ
ッ
ト
の
起
動
・
停
止
作

業
を
重
ね
、
各
機
器
の
確
認
・
調
整
を
行

い
平
成
25
年
３
月
末
の
営
業
運
転
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

１
号
機
は
、
12
月
下
旬
の
試
運
転
を
目

標
に
復
旧
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

タ
ー
ビ
ン
組
み
立
て
後
の
軸
受
け
潤
滑
油

配
管
内
の
錆
な
ど
の
異
物
を
除
去

す
る
作
業
に
時
間
を
要
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
試
運
転
は
今
年
２
月

上
旬
と
な
る
見
通
し
で
す
。
な
お
、

東
北
電
力
㈱
で
は
、
今
後
と
も
早

期
発
電
再
開
に
向
け
て
最
大
限
の

努
力
を
尽
く
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

石
炭
運
搬
船
か
ら
燃
料
用
石
炭

を
荷
揚
げ
す
る
揚
炭
機
は
、
津
波

に
よ
り
４
機
全
て
が
全
壊
し
ま
し

た
。
発
電
再
開
に
向
け
石
炭
を
貯

炭
す
る
必
要
か
ら
復
旧
を
急
ぎ
、

先
ず
は
昨
年
11
月
中
旬
に
工
場
で

新
規
製
作
し
た
１
台
目
を
設
置
完

了
し
ま
し
た
。
２
機
目
が
復
旧
す

る
ま
で
の
約
１
ヵ
月
間
は
午
前
６

時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
の
17
時
間

稼
働
で
対
応
し
ま
し
た
。
２
機
目

は
、
12
月
中
旬
に
復
旧
が
完
了
し
、

今
回
の
調
査
時
点
で
は
石
炭
運
搬

船
（
相
馬
丸
）
が
入
港
し
揚
炭
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
３
機
目
の
復
旧
は
、

今
年
３
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
復
旧
作
業
員
は
、
約
370
社
、

１
千
800
人
／
日
体
制
で
す
が
、
ピ
ー
ク
時

（
昨
年
７
〜
９
月
）
は
約
680
社
、
４
千
600
人

／
日
体
制
、
こ
の
内
三
分
の
一
は
自
宅
通

勤
者
で
あ
り
、
延
べ
人
数
は
100
万
人
を
超

え
、
120
万
人
程
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

運
転
再
開
後
の
地
域
貢
献
の
面
で
は
、

発
電
所
の
人
員
規
模
は
常
駐
従
事
者
約
500

人
、
定
期
点
検
時
は
２
千
人
。
な
お
、
今

回
の
復
旧
設
備
投
資
に
伴
い
、
税
収
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

全
体
工
事
完
了
は
、
今
年
４
月
末
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
現
地
調
査
で
着
実
か
つ
迅
速
に

復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

出
来
ま
し
た
。

原
町
火
力
発
電
所
の
着
実
な
復
旧
を
確
認
■

原町火力発電所の復旧したタンク群

担当者から説明を受ける

月　　日 活　　　　　動　　　　内　　　　容

１１月２１日 特別委員会の設置期間延長について

１１月２７日 東京電力株式会社福島復興本社設立に係る要望書の提出

１２月２１日 原町火力発電所の復旧状況調査について

東日本大震災以降の主な活動状況　平成24年10月１日以降12月28日現在
９月30日以前の活動状況は、市議会だより第22号～第27号に掲載しています。

委
員
長　

志
賀
稔
宗

副
委
員
長　

山
田
雅
彦

！




